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 去る2月6日に，大同東小学校と浦里小学校を遠隔の

TV会議システムでつないだ５年生の理科特別授業が  

行われました。 

 ＴＶ会議システムは上空約３万６千キロにある超高速

インターネット衛星「きずな」を利用した臨時の衛星回

線を利用し，講師は情報通信研究機構鹿島宇宙技術セン

ターの布施哲治博士が務めました。 

 授業は，まず大同東小４６人，浦里小１８人が教室な

どの様子が映しだされた画面で，お互いに顔を見ながら

それぞれの地域や学校の特色を紹介し合いました。そし

て，事前学習で書いた枕草子の感想文を画面に写し，そ

れぞれについて布施博士が解説しました。 

 この模様は，市制施行２０周年記念事業として，エフエムかしまによる生放送も行いました。 

いばらきっ子郷土検定県大会で高松中学校が３位入賞！  

大同東小学校と長野県上田市立浦里小学校が 

  「きずな（人工衛星）」を利用した理科特別授業を実施！ 

去る２月７日に，県内の中学２年生が茨城県の歴史や名産品，観光名

所などにまつわる難問に挑戦する「第２回いばらきっ子郷土検定県大

会」が県民文化センターで開催され，全県約２４０校中，市町村大会を

勝ち抜いた４５校が出場し，熱い戦いが繰り広げられました。 

鹿嶋市からは高松中学校が出場し，１回戦，準決勝とも５チームの中

から勝ち上がり，３チームによる決勝戦へと駒を進めました。決勝戦

は，記述方式の出題がなくなり，すべて早押し方式での回答でとなり，

高松中チームは僅差で早押

しに遅れる場面があり，善戦したものの優勝は逃し，第

３位となりました。 

 いばらきっ子郷土検定をとおして，今回，県大会に出

場した高松中学校の生徒を始め，市町村大会に参加した

すべての生徒が，茨城県の魅力や歴史について知る良い

機会になったことと思います。 

▲理科特別授業を体験した大同東小学校５年生児童 

 

 
▲ぼくでんも応援に駆け付けました 

▲決勝戦に挑む高松中チーム（画面中央） 



子ども子育て支援新制度 

  幼稚園保育料が変わります！ 
                                   

子ども・子育てをめぐる様々な課題を解決し，子育て環境の変化に対応するために，平成２７年４月

から全国で一斉に「子ども・子育て支援新制度」がスタートします。 

子ども・子育て支援新制度では，質の高い幼児期の学校教育・保育を総合的に提供し，子育ての相談

や一時預かりの場を増やすなど，地域の子育てを一層充実させます。 

これに伴い，各幼稚園等の入園手続き（支給認定）や保育料が変わります。 

 

 
 

 幼稚園や保育園，認定こども園などの施設の利用を希望する場合は，市から認定を受ける必要があり

ます。 認定には，１号認定から３号認定まで３つの区分があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子ども・子育て支援新制度における保育料は，国が定める上限額の範囲内で，それぞれの市町村が決め

ることとなっています。 

 保育料の上限額は，おおむね私立幼稚園・保育所の実質的な利用者負担の水準と同程度としていま

す。 

これらのことから，鹿嶋市の幼稚園や（仮称）平井認定こども園の保育料についても，公立・私立に

関わらず，保護者の所得状況に応じた保育料となる予定です。 

 なお，平成２７年度からの保育料（案）は，右頁のとおりです。 

 ※保育料は，平成２７年３月に正式に決定します。 

 

認定区分 認定の対象となる子ども 利用先 

１号認定 

（教育標準時間認定） 

満３歳以上で，幼稚園等での教育を希望する

（保育を必要としない）場合 

幼稚園 

認定こども園 

２号認定（保育認定） 
満３歳以上で，「保育を必要とする事由」に該

当し，保育園等での保育を希望する場合 

保育園 

認定こども園 

３号認定（保育認定） 
満３歳未満で，「保育を必要とする事項」に該

当し，保育園等での保育を希望する場合 

保育園 

認定こども園 

１．支給認定制度（１号・２号・３号認定）について 

２．幼稚園保育料について 

鹿嶋市 １号認定 保育料（案） 

階層区分 

鹿嶋市１号

認定保育料

（案） 

《参考》 

国が定める

限度額 

第１ 生活保護世帯 0 0 

第２ 市民税非課税世 1,800 9,100 

第３ 
市民税

所得割

課税額 

77,100円以下 5,000 16,100 

第４ 211,200円以下 7,700 20,500 

第５ 211,201円以上 11,000 25,700 

※ひとり親世帯等については，上表の第２階層は0円， 

 第３階層は4,00０円となります。 

平成27年4月から市立平井幼稚園と市立平井保育園は  

          仮称 平井認定こども園 となります。  

◆ 認定こども園ってどんなところ？ ◆ 

認定こども園とは，幼稚園の幼児教育と保育園の保育を一体的に行う施設です。 

●幼稚園と保育園の機能や特徴を合わせ持ち，地域の子育て支援も行います。 

●保護者の働いている状況に関わらず，３～５歳の子どもは，教育・保育を一緒に受けます。 

●保護者の就労状況が変わった場合（働かなくなったなど）も，通いなれた園を継続して利用できます。 

★ 認定子ども園での生活（参考イメージ） ★ 

    【 １号認定 ３～５歳児 】 

    7：30  8：30                               16：30    18：30      19：00   

【 ２・３号認定 ０～５歳児 】  

             9：00           14：00        16：00   

【問い合わせ先】 

●公立幼稚園に関すること ⇒ 鹿嶋っ子育成課 TEL８２－２９１１ 内線５２１ 

●認定こども園，保育園に関すること ⇒ こども福祉課 TEL８２－２９１１ 内線２９４ 

※多子世帯の軽減措置 

・年少から小学校３年生までの範囲に子

どもが２人以上いる場合，最年長の子ど

もを第１子，その下の子どもを第２子と

カウントします。第２子は半額，第３子

以降は無料となります。 

・鹿嶋市独自の支援として，中学校３年

生までの範囲に子どもが３人以上いる場

合，最年長の子どもを第１子，その下の

子どもを第２子とカウントします。そし

て，第３子以降に該当する場合は，保育

料と給食費が無料となります。 

※保育の必要とする事由が，月１２０時間以上の就労など。 
    7：30   8：30                              16：30    18：30      19：00   

※保育の必要とする事由が，月６４時間以上月１２０時間未満の就労など。 

※鹿嶋市立豊郷幼稚園と鹿嶋市立平井幼稚園は，平成２７年３月末で閉園予定です。 

 



 去る１月２２日に，鹿嶋市と「災害時相互応援に関する協定」を結んでいる和歌山県海南市の特産

品である「蔵出しみかん」が市内公立幼・小・中学校の給食の食材として利用され，みんなでおいし

くいただきました。なお，この災害協定は，地震等の大規模な災害により被災した場合に，両市が応

急対策や復旧活動などの応急措置，食糧などの生活必需物資の相互提供等を円滑に行うことができる

よう，平成２４年５月に締結しています。 

 この災害協定をきっかけに，両市がさらに交流を深

められるよう「ＪＡしおさい」（鹿嶋市）と「ＪＡな

がみね」（海南市）の協力を得て，海南市の特産品で

ある「蔵出しみかん」を給食に利用することになった

ものです。 

 この「蔵出しみかん」は収穫してから，みかん畑ごとに

ある蔵の中で，特製の木箱に入れて，一定の温度・湿度を

保ちながら貯蔵することで，まろやかな味に仕上がりま

す。給食当日は子どもたちにも，協定や蔵だしみかんの説

明をしてから食べてもらいました。子どもたちは，めった

に味わえない「蔵出しみかん」を賞味し，大変好評でし

た。 

  

 和歌山県海南市の「蔵出しみかん」を 

   “学校給食”6300人で味わう！ 

具体的な応援内容 

○職員の派遣 

○食糧，飲料水及び生活必需物資等の提供 

○医療，防疫，施設の応急復旧等に必要な 

 資機材等の提供 

○ボランティアの斡旋    

▲中学校給食の模様（写真提供：茨城新聞社） 

 

   平成26年度 第49回教育論文 茨城県知事賞・茨城県教育研究会会長賞 受賞報告 

 去る２月４日に開催されました第６６回茨城県教育振興大会において，大同東小学校の市村一弘先生が標記

の賞を受賞し，表彰されました。 

 市村先生は，学級経営に関する分野において，「好ましい人間関係を育てる学級経営の在り方～人とのかか

わり合いを深める場の工夫を通して～」をテーマに，少子高齢化，核家族化が進む現代社会において，子ども

たちは人間関係を育むのに苦慮する事が少なくないことから，人とのかかわり合いを深めるため様々な場の設

定の工夫を凝らし，互いが尊重し合って好ましい人間関係づくりができるよう実践を深めた成果を論文として

まとめられました。構成的グループエンカウンターやソーシャルスキルトレーニング，アサーショントレーニ

ングなど，実践を基盤とした研究の結果，生き生きとした子どもたちの姿に変容していったことが県教育会で

非常に高く評価され，受賞に至りました。 

【学校給食に関するお知らせ】 

学校給食費の口座引落日は，（２月分）２月２７日（金）， 

（３月分）３月３１日（火）となります。通帳残高のご確認をお願いします。 

※「学校給食申込書」や「口座振替納付依頼書」が未提出の方は，至急鹿嶋っ子育

成課（℡８２－２９１１内線521または内線508）へ連絡をお願いします。 


